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私は半年前に実習生になりました。本当にう

れしかったです。なぜうれしいかというと日本

へ来てからいろいろな困難を乗り越えて健康で

快適に過ごして二年目になりました。今は、生

活も勉強も仕事もほとんど順調にいっていま

す。特に今年、日本語能力試験2級に合格した

ことが日本語の勉強に一層の励みになりまし

た。励みと言うと、私は父を思い出しています。

以前、私は何かあった時は母に相談していまし

たから父との間に距離があったと思っていまし

た。しかも、父は小さいころから教育に厳し

かったですから私はあまり好きではありません

でした。でも今は変わりました。

日本に来たばかりのころ、日本語での会話が

大丈夫と思いきや全然通じませんでした。毎日

仕事が終わってから一生懸命日本語を勉強しま

した。その時会社で私は治具はめの仕事をして

いました。全部手作りです。日本へ来る前は

ずっと検査の仕事をしていましたのでそんなこ

とはとても苦しかったです。毎日指の関節が痛

くて手が腫れてしまいました。そのうえ、日本

語がうまく話せなかったので「何で日本に来た

の」とか「中国へ帰りたい」とかよく思ってい

ました。その時はすごく悩みました。毎晩両親

の優しい笑顔を思い出すと思わず涙がこぼれて

きました。

ある日、突然父から手紙をもらいました。そ

の中には「目におまえの笑顔が浮かび、耳に朗

らかな笑い声が聞こえてきます。」と書いてあ

りました。ここまで見てびっくりしてしまいま

した。そんな優しい言葉が本当に父が書いたも

のか、信じられないです。「おまえの仕事や生

活が順調だということを聞いてパパとママはう

れしくて安心しています。実は、両親と離れて

外国で仕事するということはとても大変です。

パパは知っています。何かあったら黙らないで

家族に相談しなさい。おまえに良いアドバイス

や意見を言ってあげられるかもしれないよ。お

まえは一人ではなく、パパやママはずっと見

守っています。仕事や日本語は一日でうまくい

かないものですよ。がんばる態度が大切です。

その態度が運命を決めますよ。困難に負けるこ

となく積極的に、あきらめることなく自信を

持って心から楽しく仕事をして下さい。中国の

諺に「人間は高く立てれば遠く見えます。遠く

行ければ広く見えます。」今おまえはそれを実

践しているのでしょう。おまえのすてきな将来

のためにがんばって下さい。私の最愛の娘へ」

父の手紙は、私に勇気と希望を与えてくれま

した。それからの私は、いろいろな不満を言わ

なくなりました。「何で日本に来たの」それは、

すてきな将来のために。そして「帰りたい」と

いうことは考えないです。今私は後悔したくな

いですからこのチャッスをとらえていきたいと

思っています。

今私は、事あるとき父からの手紙を読み返し

ています。その時いつも勇気と希望をもらい励

みになっています。
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